
《事業目的》

《事業開始の背景》
《事業手法の詳細》…概略図による事業手法の詳細と事業費の内訳を記載すること

《事業概要》

《事業展開の留意事項》

《成果指標》
24 25 26

中学校施設維持事業 （総括表）

実績
③

目標

実績

実績 3 3
3 3

②
目標

① 校舎等維持補修工事件数 件
目標

項 目 単位 区分 年度(実績) 年度(見込) 年度(計画)

良好な学習環境と安全・安心な学校運営を図るため、施設の維持管理をする必要がある。

○施設修繕：学校施設要望等による修繕
○病害虫防除：アメリカシロヒトリ等病害虫の防除
○施設長寿命化
　  キュービクル更新（湯本中、宮野目中）
　　職員室、保健室エアコン設置（湯本中、宮野目中）
○非構造部材耐震化事業調査：外装材、内装材、天井材等、非構造部材の耐震調査（７校）

市民参画の有無 〔 対象外 〕

その他

一般財源 25,930
教育施設の環境整備

地方債 9,200
財
源
内
訳

国県支出金 8,317

補　正 26 年度年度 27

43,447

～ 平成 年度〕
25

事 業 費

年度 当初(現計)

菊池洋和 9-30-322

事業
期間

単年度繰返 期間限定 〔平成 年度

（内線）

一般 10 03 01 0401 中学校施設維持事業 人づくり 教育部 教育企画課

平成 25

分 野 担当部(機関)

年度 事務事業マネジメントシート 〔 事後評価 〕

担当課(機関) 担当係長会計 款 項 目 事業ｺｰﾄﾞ 事業名

学校施設維持管理の課題 

【維持修繕等】 
・学校施設点検等に基 

 づく修繕の実施 
 遊具、消防設備他 
・通常修繕 

【大規模改修等】 
 長寿命化計画に基づ 
 く計画的な事業実施 
 （各種要望への対応） 
  ・下水道接続 
  ・トイレ洋式化 
  ・校庭整備 
  ・屋根塗装 
  ・エアコン他 

・施設の老朽化（雨漏り等） 
・教育環境の変化（トイレ、温暖化） 
・耐震対策（非構造部材） 

【耐震対策】 
  非構造部材耐震化事業 
 調査の実施 

教育環境の向上 

①施設修繕等 8,982千円 
  【事業内容】通常修繕、学校要望への対応 
②病害虫防除業務   967千円 
  【事業内容】薬剤散布等によるｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ等の防除 
③補修資材 425千円 
  【事業内容】ｸﾞﾗﾝﾄﾞ、駐車場への補修資材(砂、砕石)の購入 

 
①キュービクル更新工事 7,266千円 
 【事業内容】老朽化しているｷｭｰﾋﾞｸﾙ（受変電設備）更新 

        湯本中、宮野目中更新 
②職員室・保健室へのエアコン設置 4,529千円 
 【事業内容】湯本中、宮野目中へ設置 

③下水道接続工事 13,928千円（繰越明許） 

 【事業内容】宮野目中 下水道に接続 

①非構造部材耐震化事業調査 7,350千円 
 【事業内容】外装材、内装材、天井材、照明器具、窓ｶﾞﾗｽ等 



《環境変化、意見・要望》…環境変化はないか？　意見や要望が寄せられていないか？

 公共関与の妥当性
妥当である

見直し余地がある

妥当でない

 成果の向上余地
向上余地がある

向上余地がない

《事業概要》…上記目的を実現するための事業手法を記載すること  事業費・人件費の削減余地
事業費の削減余地がある

人件費の削減余地がある

どちらも削減余地がない

 受益と負担の適正化余地
受益機会の見直し余地がある

費用負担の見直し余地がある

適正である

〔 〕
共催 実行委員会・協議会 事業協力・協定

後援・協賛 補助・助成 委託 《総合評価》…上記評価結果の総括

24 25 26

24 25 26

中学校施設維持事業

〔 事後評価

会計

平成 25 年度

0401

地域で支える子育てと教育のまち
づくり

事務事業マネジメントシート

事業名

〕

活力と特色ある学校教育の充実

項 目 事業ｺｰﾄﾞ

4-2

中学校施設維持事業

目
的
妥
当
性

生徒が活力ある教育環境の中で学習できるように、施設の維持管理及び長寿命化を図る。

一般 10 03 01

施　策政　策

教育施設の環境整備

款

・計画的な維持修繕を行っている。

対象 中学校施設

意図 安全･快適に利用できる環境を確保する。

有
効
性

目的

・学校設置者である市が関与する必要があり、修繕箇所の把握や
業者選定等、他では出来ないことから主体的に取り組む必要があ
る。

総合
計画 4

年度(計画)

① 維持補修件数

効
率
性

市民協働
の形態

活動指標　（上記「事業概要」に対応） 単位 区分

・ＰＴＡ等による奉仕活動や廃校からの機器・資材等の移設、工
法の工夫等により限られた予算を有効に活用している。
・人員においても限られた人数の中で現地等を確認しながら優先
的に薦めており、削減余地はない。

○施設修繕：学校施設要望等による修繕
○病害虫防除：アメリカシロヒトリ等病害虫の防除
○施設長寿命化
　  キュービクル更新（湯本中、宮野目中）
　　職員室、保健室エアコン設置（湯本中、宮野目中）
○非構造部材耐震化事業調査：外装材、内装材、天井材等、非構造部材の耐震調査（７校）

公
平
性

・各学校からの要望を基に現地調査を行い、緊急度を見極めなが
ら実施している。

市民参画の有無 対象外

年度(実績) 年度(実績)

校
計画 11 11
実績 11 11

② トイレ洋式化率 ％
計画

実績

③
計画

実績

成果指標　（上記「意図」に対応） 単位 区分 年度(実績) 年度(見込) 年度(計画)

実績 3 3
① 校舎等維持補修工事件数 件

目標 3 3

②
目標

実績

達成度 目標値より高い 概ね目標値どおり
要因分析

（附表）

　計画のとおり実施できた。

実績
③

目標

・各中学校から要望のあった箇所の修繕、老朽化している施設の改修工事を実施し、教育環境の
向上及び施設の長寿命化を図った。
・施設維持修繕は、各学校からの施設修繕要望等を踏まえることにより、細部にわたって生徒の
安全な学習環境が確保されている。
・大規模改修（施設長寿命化）については、適切な時期に改修することにより本体施設の長寿命
化や維持費の軽減につながるものである。
・非構造部材耐震化対策は、文科省が東日本大震災において、天井、照明器具の落下や窓ガラス
の飛散により死傷者が出たことを受け、生徒が1日の大半を過ごす学校施設の安全対策を急いで
いるものである。

目標値より低い


